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KAT-A

  KAT-A ❶

This product uses only 100 V (volts), which is specifically designed for use in Japan. It cannot be used in other countries with 
different voltage, power frequency requirements, or receive after-sales service abroad.

https://www.tiger.jp/



安全上のご注意
 ◆お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守り
いただくことを説明しています。

誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、以下の区分で説明しています。

警告 死亡や重傷を負うことが想
定される内容です。 注意

傷害を負うことが想定され
る、または物的損害の発生
が想定される内容です。

図記号の説明

してはいけない「禁止」内容です。 実行しなければならない「指示」内容
です。

※本体に貼付しているご注意に関するシールは、はがさないでください。

乳幼児には特に注意
警告

7
 子どもだけで使わせたり、
幼児の手が届くところで
使わない。
やけど・感電・けがのおそれ。

改造はしない
警告

1
 修理技術者以外の人は、
分解したり、修理をしない。
感電・けがのおそれ。
火災の原因。
修理は、販売店または「連絡先→P.23」
に記載のタイガーお客様ご相談窓口・
修理受付サイトにご連絡ください。

異常・故障時は
警告

2
 すぐに差込プラグを抜いて、販売
店または「連絡先→P.23」に記載
のタイガーお客様ご相談窓口・修
理受付サイトに点検・修理を依頼
する。
そのまま使用すると、感電・けがのおそれ。
火災の原因。
〈異常・故障例〉
・ とびらの変形やヒーターの破損な
ど本体に異常がある。

・ 電源コードや差込プラグが異常に
熱くなる。

・ 電源コードを動かすと通電したり、
しなかったりする。

・ 製品にふれるとビリビリと電気を
感じる。

・ いつもと違って異常に熱くなった
り、こげくさいにおいがする。

・ その他の異常や故障がある。

必ずお守りください
使用用途に注意
注意

7
 調理以外の目的で使わない。
火災のおそれ。

7
 湯わかしや飲み物のあたためなど
の目的で使わない。
庫内に調理物以外のものを入れて加熱
すると、火災の原因。

使用する場所に注意
警告

7
 カーテンなど可燃物の近くで使わ
ない。
火災のおそれ。

注意

7
 次のような場所では使わない。
・ 不安定な場所
・ 火気の近く
・ 水のかかりやすい場所
・ 差込プラグに蒸気があたるところ
・ 直射日光が長時間あたる場所
・ 熱に弱いテーブルや敷物などの上
・ 壁や家具（木製）の近く
ビニールクロス・樹脂製の熱に弱
い壁・家具などが周囲にある場合
は下図の木製の場合よりさらに離
すこと

4.5
cm

10cm 4.5cm

やけど・感電のおそれ。
火災・ショート・発火の原因。
本体の変形、またはテーブル・敷物・壁・
家具の変色・変形の原因。

2
 キッチン用収納棚などを
使うときは、中に蒸気や熱が
こもらないように注意する。

7
 肩よりも高い位置に設置しない。
調理物を取り出すとき、とびらに手が
ふれてやけどのおそれ。

使用中・使用後は
注意

7
 調理物の発火に注意し、
使用中は、本体から離れない。
加熱しすぎると、調理物がこげたり、発
火したりするおそれ。
必ず本体のそばにいて調理物のようす
を見ながら使用すること。

7
 使用中や使用後しばらくは
高温部にふれない。
やけどの原因。ガラス窓にもふれない
こと。

7
 使用中や使用直後、
ガラス窓に水をかけない。
破損のおそれ。

2
 持ち運びするときは、
本体が冷めてから行う。
やけどのおそれ。

2
 使用後は必ずお手入れを行う。
パンくずトレイや庫内に調理くずや油
分が残ったまま調理すると発煙・発火
のおそれ。

2
 お手入れは冷えてから行う。
高温部にふれ、やけどのおそれ。

7
 本体背面のファンカバーにピンや
針金などの金属物や異物を入れ
ない。
感電や動作異常のおそれ。



安全上のご注意 つづき 必ずお守りください

警告

6
 水につけたり、水をかけたりしない。
・ 丸洗いしない。
・ 本体内部に水を入れない。
・ 本体底部に水を入れない。
本体内部に水が入り、感電のおそれ。
ショート・故障・発火の原因。

注意

7
 本体やガラス窓に衝撃を加えない。
・ ガラス窓に傷をつけない。
・ ヒーターに強い力を加えない。
破損の原因。

7
 開けたとびらの上に調理物を
のせない。
本体が倒れたり、調理物がすべり落ちた
りして、やけど・故障のおそれ。

7
 焼アミ・パンくずトレイを
はずしたままや、とびらを
開けたままで通電しない。
火災・やけど・故障の原因。

7
 本体の上に調理トレイ・焼アミや
調理物、水の入ったコップや花瓶
などを置かない。また、本体の下の
すき間にものを入れて使わない。
本体やものが変形・変質したり、火災の
原因。また、水がこぼれた場合、感電・火
災・故障の原因。

7
 熱に弱い容器（紙・プラスチック製・
シリコン製など）やラップなどを入
れない。
溶け出したり、燃えることがあり、火災
のおそれ。

7
 から焼きはしない。
故障の原因。

7
 生の肉･魚やフライなどを直接
焼かない。
調理物の油が落ちたり、はねて発火する
原因。また、アルミホイルを使用しても
油がもれることがあるので、必ず調理ト
レイにのせること。

7
 缶詰や瓶詰などを直接加熱しない。
破裂したり赤熱して、やけどやけがのお
それ。

7
 必要以上に加熱しない。
過熱により発火するおそれ。水分の少な
い食品・厚みの薄い食品などのこげや
すいものや、アルコールを含む食品・油
分の多い食品は燃えやすいため、必ず加
熱時間を控えめにして加熱しすぎない
よう注意すること。

7
 バターやジャムを塗ったパンを
必要以上に焼かない。
パンが発火するおそれ。

2
 調理物が発煙・発火した場合は、
すぐに 電源入/切  を押して、差込
プラグを抜く。
火災の原因。空気が入り、炎が大きくな
るため、炎が消えるまでとびらを開かな
いこと。ガラス窓やヒーターが割れるた
め、水をかけないこと。

7
 長時間連続で使用したり、調理物を
必要以上にこがしたりしない。
高温になり、本体の一部が変色するお
それ。

7
 とびらとっ手を持って持ち運び
しない。
とびらがはずれて、とびらや本体が落下
するなどして、けがや破損のおそれ。

本体

本体

調理トレイ

パンくずトレイ

焼アミ

警告

7
 次のような使いかたをしない。
・ 交流100V以外での使用。
（日本国内100V専用） 
・ タコ足配線での使用。
（定格15A以上のコンセントを
単独で使う）

・ 電源コードが破損したままや傷つく
ような使用。（加工する・無理に
曲げる・高温部に近づける・引っ張る・ねじる・
たばねる・重いものをのせる・挟み込むなど）

・ 差込プラグにほこりが付着したり、傷んだままでの使用。
・ 差込プラグを根元まで確実に差し込んでいな
かったり、コンセントの差し込みがゆるいまま
での使用。

・ ぬれた手での差込プラグの抜き差し。
・ 水につけたり、水をかけたり、ぬれたままでの使用。
感電・けがのおそれ。
火災・ショート・発煙・発火の原因。
破損した場合は、販売店または「連絡先→P.23」に
記載のタイガーお客様ご相談窓口、修理受付サイ
トまで修理をご依頼ください。

注意

2
 ・使用時以外は、差込プラグをコンセント
から抜く。

 ・必ず差込プラグを持って引き抜く。
けが・やけどのおそれ。
感電・ショート・発火・漏電火災の原因。

4

電源コード・差込プラグ

電源コード

差込プラグ

警告

7
 調理トレイに油を入れて使わない。
火災のおそれ。

注意

2
 必ずパンくずトレイをセットする。
火災の原因。

7
 油の出るもの（フライなど）を調理
トレイなしで加熱しない。
発火する原因。

7
 パンくずトレイにアルミホイルを
敷かない。
故障する原因。

7
 焼アミや調理トレイをガスコンロ
など、他の調理器具に使用しない。
変形や破損するおそれ。

2
 焼アミ・パンくずトレイのお手入
れをこまめに行う。
塩分・油脂分による腐食のおそれ。

焼アミ・パンくずトレイ・
調理トレイ
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●  焼アミ（ネット）●とびらとっ手

●パンくずトレイ
●電源コード

●差込プラグ

●ガラス窓

●ヒーター
　（上1本・下2本）

●本体

●とびら

●操作部

●調理トレイ（シリコン加工）

→P.21

焼き色つまみ

フライあたため  キ ー

bキー

cキー

→P.8 →P.14

ピザ  キー

もち  キー

こんがり上火  キー

グラタン  キー

Sキー

タイマーつまみ

表示部

電源入/切  キー

温度調節つまみ

●操作部
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フライあたため
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電源入/切
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電源入/切

調理中の蒸気について

調理中の音について
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電源入/切
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調理中の蒸気について

調理中の音について



→P.17

→P.17

電源入/切
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故障かな？と思ったら
修理を依頼される前に、ご確認ください。

11・17

11・17・
21

9・15

21

21

8・14

21

仕様

消耗品・別売品のお買い求めについて

→P.22
保証とサービスについて

使いかた・修理のご相談  お客様ご相談窓口

●受付時間 AM9:00～PM5:00 月曜日～金曜日（祝日・弊社休業日を除きます）

ナビダイヤル
（全国共通番号）

TEL（06）6906-2121

ホームページアドレス　https://www.tiger. jp/
※上記の連絡先の名称、電話番号、所在地は変更することがありますのでご了承ください。

https://www.tiger-shop. jp/ https://www.tiger. jp/customer/repair.html

有料でご案内させていただいております。

本社
〒571-8571 大阪府門真市速見町3番1号

※ナビダイヤルがご利用いただけない場合はこちらへ0570-011101

消耗品・別売品のご購入サイト 修理に関するご案内・受付サイト

連絡先


